
ヒメカサアブラムシ

春にトドマツの葉表に黄色の斑点ができ，葉裏に黒点状のものまたは小さな白い綿状のものが付着する．または，春にアカエゾ

マツやエゾマツなどトウヒ類の枝に高さ20mmほどの赤から緑の松ぼっくりに似たコブを作る．古いコブは茶色で穴が開く．

トドマツでは苗畑でときに多発し，木を弱らせる．トウヒ類では多発した記録はない．虫こぶは少なくてもよく目立つが，木の

成長に影響はない．

１．トドマツ上の雌成虫． ２．アカエゾマツ上の古い虫えい．

【学名】 Aphrastasia pectinatae

【分類】 カメムシ目（Hemiptera），カサアブラムシ科（Adelgidae）

【生態】

宿主：エゾマツ，アカエゾマツ，トウヒ類，トドマツ．

トドマツの葉裏で孵化後まもない幼虫で越冬する．翌春に吸汁加害し，成虫になる．成虫の一部は翅（はね）があり，トウヒ類

に移動し，産卵する．一方，翅のない成虫はトドマツに残って繁殖を続ける．

トウヒ類では早春，孵化幼虫が新芽に寄生し，新芽を虫えいに変形させる．虫えい（虫こぶ）の中でアブラムシが繁殖する． 晩

春から初夏に有翅成虫が虫えいから脱出し，トドマツに移動産卵する．

【被害と防除】

トドマツ苗木は加害により衰弱するが，枯れることはないといわれている．

苗畑では予防のため，周囲にトドマツやトウヒ類を植えない方がよい．
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